


 
 
 
 
 
 
 
 

    

グリーンイノベーション推進に向けた４つの柱  
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 優れた技術を活かす環境配慮の仕組みづくり 

Ⅲ 多様な主体の協働による環境技術を活かしたまちづくり 

   

Ⅳ 環境技術を活かした国際貢献の推進 

＜課題＞ 

（１）環境技術・製品の創出と販路開拓 
（２）スマートシティなど、まちづくりと連携した環境技術の創出 
（３）多様な主体が交流し、情報交換ができる場の提供 
（４）企業間・産学間連携の発展に向けたコーディネート機能の充実 
（５）求められている環境技術のニーズ把握 
（６）海外展開におけるカウンターパートの特性などを踏まえたマッチング 

＜これまでの取組＞ 

（１）低炭素社会の構築に向けた取組の推進 

（２）自立分散型エネルギーシステムの構築の推進 

（３）スマートシティの推進 

（４）循環型社会の構築に向けた取組の推進 

（５）快適な生活環境の確保に向けた取組の推進   
＜課題＞ 

（１）最先端の環境技術を活かした低炭素社会の構築 

（２）創エネ・省エネ・蓄エネの総合的取組の推進 

（３）環境エネルギー技術を活かした都市づくり 

（４）民間事業者等の技術を活かしたリサイクルの推進 

（５）民間事業者等の技術を活かした地域環境改善 

Ⅰ 環境技術・環境産業の振興 

＜推進方針＞ 

（１）産業集積による川崎の強みと特徴を活かした新技術・新製品の創出 
（２）多様な主体とのネットワーク等による、まちづくりと連携した環境産業の振興
（３）コーディネート機能充実による環境産業支援の推進 
（４）先進的で多様なエネルギー拠点である川崎臨海部の競争力強化と環境負荷低減

に向けた企業活動の支援 
（５）企業の環境技術と環境行政ノウハウのパッケージ化など海外技術移転の促進

＜推進方針＞ 

（１）低炭素社会の構築に向けた市民生活・事業活動における環境配慮の促進

（２）自立分散型エネルギーシステムの構築 

（３）スマートシティ戦略の推進 

（４）環境技術を活かしたさらなるごみの減量及びリサイクルの推進 

（５）環境技術を活かした都市・生活型公害への対応 

＜これまでの取組＞ 

（１）ライフサイクル全体での低炭素な製品・サービス・技術の普及 
（２）環境に配慮した製品・サービス・技術の率先導入 
（３）開発行為における環境配慮 
（４）建築物における環境配慮 
 

＜課題＞ 

（１）構築した環境配慮の仕組みのさらなる活用 
（２）社会状況・技術開発動向への対応 

 

＜推進方針＞ 

（１）川崎メカニズムの認知度や低ＣＯ２川崎ブランドのブランド価値の向上 

（２）環境影響評価制度、建築物環境配慮制度を活用した環境配慮の誘導 

（３）本市が取り組んでいる環境配慮の仕組みの民間事業者等への展開 

（４）社会状況・技術開発動向を捉えた新たな環境配慮の仕組みの構築 

（５）国への規制緩和・規制改革等の働きかけ

＜推進方針＞ 

（１）都市間など地域連携の推進 

（２）国際環境人材の育成・活用 

（３）求められている技術の把握と技術移転先に適した環境技術の提案 

（４）多様な主体との連携を促す事業スキームの構築 

（５）情報共有を図るネットワークの構築

＜これまでの取組＞ 

（１）本市の経験・環境技術の情報発信 
（２）都市間連携の推進 
（３）環境総合研究所を活用した取組の推進 
（４）海外展開支援（再掲） 
 
＜課題＞ 

（１）各々の国や地域の実情やニーズを踏まえた取組 
（２）技術移転先となる国の特性などを踏まえたマッチング 
（３）事業化に向け、多様な主体が一体となった取組 
（４）多様な主体が交流し、情報交換ができる場の提供 

＜これまでの取組＞ 

（１）先端技術を有する環境関連企業・大学等の集積・エリアの形成 

（２）環境関連製品・サービス・技術の創出による環境産業の振興 

（３）企業間連携・産学間連携の推進による地域課題の解決に向けた取組 

（４）起業家支援・ベンチャー支援 

（５）海外展開支援 
 

２



１ 他都市における環境分野・水分野の官民連携事例 

（１）北九州市・福岡市・福岡県 
①環境分野における協議会 

団体名 グリーンアジア国際戦略特区 
スキーム 

 
出典：グリーンアジア国際戦略特区 HP

特徴 ・平成 23 年 12 月に総合特区の指定を受け、設立。
・公害や資源、水、電気や熱エネルギー等、環境に係る幅広い分野で官民が

連携し、海外輸出等を支援する組織として活動。官民の知見を構造化し、
都市環境インフラのパッケージ化を目指す。 

・効率的かつ機能的に目的を達成するため、それぞれの分野の情報をシティ
オペレーションセンターにて一元管理。 

・各分野毎の官民連携組織を立ち上げ、それぞれの分野でも独自に活動。 
【各分野】 
 ・アジア低炭素化センター 
 ・官民連携による海外水ビジネスの展開 
 ・スマートコミュニティ創造事業 
 ・環境配慮型高機能・高コストパフォーマンス製品開発・生産拠点の構築
 ・グリーンイノベーション研究拠点の形成 
 ・資源リサイクル等に関する次世代拠点の形成 
 ・中小企業のアジア展開支援 

出典：グリーンアジア国際戦略特区 HP 等よりみずほ総合研究所にて作成

 
②水分野との連携 
・水分野では北九州市海外水ビジネス推進協議会を設置。 
・将来的には各分野と連携しパッケージ化された商品を目指しているが、現時点での主な

活動は協議会単体で行っている。 
■ 主な活動内容 

年度 内容 
平成 22 年度 シェムリアップ市（カンボジア）の浄水場建設基本設計補完自業を受注

平成 23 年度 カンボジア主要9都市と水道基本計画へのコンサルティング業務の覚書締結
ウォータープラザを設立し、民間技術のパッケージ化に向けた研究を推進

平成 25 年度 
インドネシア国スラバヤ市における低炭素都市計画策定のための技術協力
（ＪＣＭ） 
カンボジア・プノンペン市におけるＪＣＭを活用した Water for all プロジェ
クト（ＪＣＭ） 
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（２）大阪市、大阪府 
①環境分野における協議会 

団体名 大阪 水・環境ソリューション機構 
スキーム 

 
出典：下水道協会誌 Vol.47 No.576(2010/10)等を基にみずほ総合研究所にて作成

特徴 ・平成 23 年度にソリューション機構を設立。平成 24 年度に現組織に改組。
・機構は個別の民間企業が会員として参画する形態ではなく、大阪市、大阪

府、経済団体により構成される。 
・機構が海外の地方政府との都市間外交や技術交流を通じて現地の水・環境

に関する情報収集や新規案件の形成を行う。これらの中から、必要に応じ
て経済団体が民間企業に対して情報発信を行う。 

・これらの情報を受け、民間企業から機構に対して協働要請があった場合に
は、機構内で内容を検討の上支援を行う。 

【対応分野】 
 ・上水道 
 ・下水道 
 ・廃棄物 
 ・環境（低炭素化等） 

出典：大阪 水・環境ソリューション機構 HP 等よりみずほ総合研究所にて作成

 
②水分野との連携 
・本機構の事業は、上下水道を中心として行っている。 
・廃棄物分野は固形廃棄物等が中心。これらに付随して、低炭素化等への分野へ裾野を広

げている状況にある。 
・機構の仕組み上、官民連携は個別事業毎の対応となっており、事業毎に連携する民間企

業は異なる。 
■ 主な活動内容 

年度 内容 

平成 24 年度 
ホーチミン市（ベトナム）給水改善計画調査（JICA 公募案件）
ホーチミン市（ベトナム）における固形廃棄物の統合型エネルギー回収事業
（環境庁公募案件） 

平成 25 年度 
ベトナムにおける本邦汚泥処理技術普及方針検討業務
（国土交通省公募案件） 
ホーチミン市・大阪市連携による低炭素都市形成支援調査事業 
（環境省公募案件） 

 

大阪市：水道局 建設局 環境局 等

大阪府

経済界：関西経済連合会 大阪商工会議所 等

環境・水技術関連企業

相手国

政府環境部門

水道事業体

下水道事業体

大阪 水・環境ソリューション機構

水・環境に係る

様々な課題、要請

水・環境技術のパッケージ化

官民連携による対応

情報発信 協働要請 支援



２ 環境分野（低炭素化）と水分野とのパッケージ案件の事例 

（出典：環境省「アジアの低炭素社会実現のためのＪＣＭ大規模案件形成事業」平成 25 年 12 月） 

 

 

 

 



 

 



平成 26 年 10 月 8 日  
 
 

かわさき水ビジネスネットワーク  
第１回環境分野連携検討ワーキンググループ次第  

 
 
１ あいさつ  
 
２ 参加者自己紹介  
 
３ 議題  
 （１）ワーキンググループについて  
 

（２）（仮称）かわさきグリーンイノベーションクラスターについて  
 

（３）かわビズネットと環境分野との具体的な連携内容について  
 

（４）その他  
 
 
 

 
 
 
〔資料〕  

１ かわさき水ビジネスネットワーク環境分野連携検討ワーキンググループ  
２ 川崎市グリーン・イノベーション推進方針概要  
３ （仮）かわさきグリーンイノベーションクラスターについて  
４ かわビズネットと環境分野との連携  
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かわビズネットと環境分野との連携

○メーリングリストによる各種情報の共有化

○環境分野でのＦＳ情報の提供

○環境分野への参入に向けたセミナーの開催

○異業種等との交流

○その他

連携イメージ 具体的な活動・取組（例）

（１） 情報共有・情報提供

ＧＩＣ かわビズネット

○環境分野で連携している都市への展開

○環境分野で連携している研究機関や団体との連携

○その他

（２） ネットワークの活用

○水分野と環境分野をセットにした案件の提案

・水質規制の必要性と下水道の整備

・下水汚泥と廃棄物の混合処理

・温室効果ガス削減に向けた水道・下水道の整備

・その他

○その他

（３）案件のパッケージ化

海外
都市

海外
都市

研究
機関

ＧＩＣ かわビズ
ネット

環境
上下
水道

海外都市

海外都市

海外都市

（４） その他

資料　４


